
名称 配列（5'-3'）

EPV-1_mul_F CAATGGCACATGGAGAGTTG

EPV-1_mul_R CCTTGTTCGATTTCCTCCAA
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備考 推奨度

PCR
（Mor et al.
2015）

 50℃30分→95℃15分→(94℃30秒、53℃30秒、72℃45
秒)×35サイクル→72℃10分

558
マルチプレックスPCR用に設計された
プライマーセット。

－

増幅産
物   bp

ウナギピコルナウイルス1感染症
病原体：RNAウイルス
　　　　　 ウナギピコルナウイルス　（Eel picornavirus 1: EPV-1）
　　　　　 ピコルナウイルス科　未分類
宿主：ヨーロッパウナギ

区分
手法名
（文献）

プライマー

反応温度条件


